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【研究概要】
研究・開発方針
当研究部門では「医療機器による、より安全、皇賞な医療の実現jを理念として、工学的シー
ズ、の発掘と臨床応用に向けた研究開発をおこなっている。当部門を実糞的に運嘗しているのは、
工学的な素養をもっ外科系臨床屋、藍療への進出を志す工学系研究者および歪療系企業のス
タッフで、ある。研究成果を早期に社会に還元するためには企業の生産力や販売力が欠かせない
ので産学の連携を密にしている。したがって当部門で研究開発すべきフロダクツのもつ条件は以
下の通りである。 
1. 診療の質を上げる磯能や性能を有すること。 
2 実現可能であること。 
3. 汎用性が高いこと。 
4. 臨床現場で受け入れられること。 
5. 経済性が優れていること。
以上の条件を溝たすシーズiま斬新なものが多い反面、実際に作成して性能評価をする必要が
ある。従来存在しなかったものばかりだからである o~療は安全性がもっとも重要視されるので、
この検証作業iこ力点をおいている。また豆療者の望む医療機器iま、必ずしも企業側が望むもの
とは隈らない。研究成果を提示して高者の謂整をおこなうことも当部門の仕事と考える。
研究テーマおよび或果 
[1]内視鏡画像の全体化の研究 
a腹腔鏡への応、用
ビデ才映橡は静止画の連続である。静止画を映像の動きに連動させて重ねることで全体酉像が
得もれる。従来の技術では腹控鏡の1方向の動き(1次元的な動き)でしか合成画像を得ることは
できなかった。この方法では全体橡の一部しか描出されない。平成18年4月以隆、前後左右の動
き(2次元的な動き)にも対応するようになり、腹腔鏡をランダムに動かすことで全体冨像をほぼリ
アんタイムで表示で、きるようになった。臨床応用の可能性が高まったわけである o今後はインター
フェースの追加があ要で、あるが、このシステムの根幹部iま既に完成したと考える。
左国は腹控鏡のモニター訣像、右図iま腹腔鏡を矢印のように振りながら自動作成した全体画像 
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b管控臓器への志用
円簡状構造物内を移動するビデオカメラの映像から全体酉像を作成する手法はすでに複数の
企業により事業化されている。しかしヒトの胃腸や尿路、気筈のような管腔鞍器内冨の全体画像
を自動作成することは難しい。膿器iま不整形であり、柔らかく、露勤しているほか、内視鏡の動き
が早いからである。
われわれは管控構造物の立体構報を含む全体E像を自動作成する方法を考案し、動物をもち
いて酉像が実際に作成できることを確認した(下図)。この方法は臓器のみならず、建造物内の部
下など開鎖空間の全体が像作成にも応用でき、たとえば病説内の安全管理や、災害時の危険
箇所の抽出などにも応用可誌である。今後酉質を向上させるためのアルゴリズムの開発をおこ
なう。
言z食道全体面壊
冒カメラ映偉
右下方に回転 左下方に回転
左上国は元の内視鏡映録。右上国は自動作成した全体画橡。辺縁不整な部分は心椙動による
食道壁の動きを反映している。下方の函 iま全体画像を左右の視点から見た函であり、立体情報
が抽出されている。 
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[2]単眼内視鏡によるリアルタイム立体情報の抽出
腹控鏡手術iま単眼内視鏡下での手街のため、立体視はできない。これを構うために街者は経
験により対象物の明暗や、錯子による触知などで立体情報を認識している。複壊の内視鏡であ
れば容易に立{本画像は抽出でき、ディスプレイに嶺光板やレンズを置くことで立体映像を視認で
きる。しかし単患の内視鏡でも立体情報を抽出できる。単壊の腹控鏡を移動させることで全体匡
像を作成する研究は前述の通りであるが、移動により視差が生じるので、これにより立体情報が
抽出できるからである(下国 1)。われわれは対象物の画像を重ねることで立体構報を含んだ動
画をリアルタイムで表示できることを確認し、動物実験で縫合操作に有用であることを見出した
(下函2)。
図1.腹控鏡を振ることで、視差による f変形」が生じる。これを加工することで立体的な動画を得
ることカミできる。
対象鞄
首費接る鰹韓議
図2.立体構報をもちいての腹壁鏡手街実験 
[3]目標自動追尾機能を持つ腹腔鏡システム
詐年度から引き続いて、錯子先端を内視鏡が自動的に認識障追尾するシステムを情報E像工
学科との共同研究で罷発し、大学における研究はほぼ終了した(下密)。このシステムでは内視
鏡に映る鱈子先端を、電子的iこ拡大表示することで街野を常に拡大表示するように設定されて
いる。図中、腹腔鏡は矢印のところにセットされ、内視鎮操作者はいなし、。これにより内視鏡を置
く位置と術者の動作がより自由になった。この技衝はどデオカメラを用いるすべての手街操作に
応用可能であり汎用性が高い。 
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図. 自標自動追尾腹腔鏡システムをもちいての腹控鏡手街実験。実際にこのような手術環境を
提供できる。 
[4]滑り止め素材と医療志用
株式会社メディ力jレR&Dと共同開発をおこない、滑り止め機能を持った覆い布を作成した。この
覆い布は表面に微調な吸盤状構造を有し、 60度以上の傾剰冨であっても器具の滑落を信止で、き
る。この用途iま街野周辺に使用頻度の高い器械を置くような用途をは乙め多方面での用途が見
込まれる。この開発を可能にした要素は、手術の際に器具の床への落下に頭を悩ませる諒床医
のニーズと、従来の滑り止めシートより高機能の素材とのrマッチングjであるc臨床医の評値も
良好であり、近々販売が開始される予定である。
図.緑色の漕り止めシート 
[5]管誘導補助異
指や眼の不自由な患者さんが、自己導尿を容易にできるように作成した器具である。転用すれ
ば体内に力テーテルを挿入するすべての局面に応用できる。試作工房の協力の元、{耳目かの試
作を繰り返している。
』 首』 
F F 
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